
１．事業説明シート （区分）　国補　・　県単　

事業箇所 林道奥仙丈線 事業主体

H5年度 （３）完了後経過年数 ５年 （４）総事業費

（事前評価未実施）

□主要目標　　

□副次目標

□副次効果 ○アクセス機能の維持

○防火帯・延焼遮断帯の確保

○リサイクルの推進

（７）整備内容（目標達成の方法）

林道事業［森林基幹道開設事業（国補）］

３，２４６百万円

　本路線は、甲府市川窪町を起点に同市黒平町を結ぶ、総延長１２，９２８ｍの
森林基幹道である。
　本地区では、利用区域面積５９７ｈａのうち人工林が約６割を占め、ヒノキ、
カラマツ等の造林が盛んに行われてきたが、東西に並走する林道野猿谷線及び
水ヶ森線からは尾根越しとなるなどアクセスが困難な地域であり、今後成熟して
いく森林の伐採・再造林を効率的に行うため、本路線の整備に至ったものであ
る。
　また、当該森林は荒川ダム上流の水源林にも当たることから、森林の持つ公益
的機能の高度発揮のためにも路網整備による効率的な森林整備が必要であった。

（２）事業期間 H5年度～H26年度

森林基幹道の開設
Ｌ＝１２，９２８ｍ、Ｗ＝５．０ｍ

令和元年度　公共事業事後評価調書

（１）事業着手年度

地区名

○森林整備の効率化

○なし

山梨県・甲府市事業名

（８）事業位置図等

（６）事業着手時点で想定した整備目標・効果

（５）事業着手時点の課題・背景

甲府市川窪町～甲府市黒平町

県営荒川ダム

至 甲府市街地

林道野猿谷線

林道御岳線

林道荒川線

林道水ヶ森線

林道荒川支線

利用区域面積５９７ｈａ

県道甲府昇仙峡線

甲府市川窪町

甲府市黒平町

林
道
奥
仙
丈
線

L=12,928m

既 設 林 道

凡　　　　　例

利 用 区 域

林 道 奥 仙 丈 線



２.評価シート（１）
（２）費用対効果分析の算定基礎となった要因等の変化

2,507 百万円 3,100 百万円 3,246 百万円

①主要目標　森林整備の効率化 － 百万円 4,046 百万円 5,979 百万円

建設費 － 百万円 3,981 百万円 5,933 百万円

維持管理費 － 百万円 65 百万円 46 百万円

指標 事業着手時点数値等 事後評価時点数値等

－ 百万円 5,111 百万円 6,303 百万円

木材生産等 － 百万円 1,552 百万円 2,055 百万円

※　事前評価制度が当時はなかったため、今回改めて算出 森林整備経費縮減 － 百万円 1,934 百万円 2,493 百万円

災害等軽減 － 百万円 949 百万円 1,163 百万円
□評価 その他※ － 百万円 676 百万円 592 百万円

※その他は、維持管理費縮減便益、森林の総合利用便益

※※国事業の採択基準値は、費用便益比（B/C）≧１．０

（要因変化の分析）
②副次目標　　なし ○総事業費　

③副次効果 ○便益

項目

（３）事業実施による環境の変化

①自然環境への影響

②生活・居住環境等への影響 なし

③環境保全対策の効果発現状況（措置を講じた場合） なし

（４）社会経済情勢の変化が事業に及ぼした影響

④その他の事業効果の発現状況 ①社会経済状況の変化 　なし

　なし ②関連計画・関連事業の状況の変化 なし

③事業環境等の変化 なし

間伐等により、下層植生の回復が見られ、良好な自然環境が形成されている。

〈 良 ・ 不良 〉

労務費の上昇による工事費の増加等により、Ｈ２０再
評価時より事業費が大幅に増加した。

〈 有 ・ 無 〉

未算出 1.26

総事業費

90.5

伐採対象人工林割合37.7％、利用区域内人工林率60.2％

評価基準年

 費用

項　　目

 便益

（理由）

（１）事業貢献度

Ｈ２０

従来未利用となっていた間伐材や現地支障木を丸太柵工
等として有効活用した。また再生砕石を路盤材として利
用した。

リサイクルの推進

内容

アクセス機能の維持
日常の生活道路となっている既設林道において、災害等
が発生した場合の迂回路としての機能が期待できる。

徒歩３０分範囲内の人工
林率

23.6（※）

　本林道の開設により、森林施業を計画的・効率的に実施できる基盤が整っ
たことから、主伐や間伐による木材生産が開始されたほか、作業現場へのア
クセス改善により森林整備が促進されるなど、事業効果が発現している。ま
た、これらの施業により、森林の公益的機能の向上にも寄与している。

　徒歩３０分圏内の人工林率が、評価基準値の７０％を大きく上回った。こ
の結果、整備対象森林へのアクセスが大幅に改善され、森林整備の効率化が
図られた。

林野火災時の防火帯としての機能が確保された。防火帯・延焼遮断帯の確保

事後評価時点

H５～Ｈ２６

着手時点 再評価時点

工　　期 H５～Ｈ２２ H５～Ｈ２２

木材生産等便益、森林整備経費縮減便益の増加。

1.05

H５

Ｂ／Ｃ※※

Ｒ１

経
済
効
率
性



評価シート（２）
（７）同種事業の計画・調査のあり方の見直しの必要性

（理由） （理由）

□「有」の場合の実施時期及び方法 （具体的反映策）

・時期：　　　　　年度

・方法：

（６）本事業における改善措置の必要性 （８）事業評価手法の見直しの必要性

（理由） （理由）

（具体的反映策） （具体的反映策）

（既に実施した改善策の内容と効果） （９）その他特筆すべき事項
なし

なし

なし

なし

なし

なし

〈 有 ・ 無 〉

〈 有 ・ 無 〉

〈 有 ・ 無 〉

〈 有 ・ 無 〉

（５）今後の事後評価の必要性 〈 有 ・無 〉

　本路線の開設により、森林整備を効率的に実施できる基盤が整ったことから、
平成５年度以降、20haの主伐や利用間伐が実施され、3,552㎥の県産材を搬出
している。また、延べ855haの森林整備も実施され、水源かん養等公益的機能
の向上にも寄与している。
　今後の森林整備においても、県有林管理計画等に基づき、計画的に実施される
ことから、事後評価を再度実施する必要は無いと考える。

なし

なし



３.添付資料シート（１）

〇→ 写真撮影位置

2

4

3

1

奥仙丈線

その他保育を実施した
今後伐採予定の人工林

完成時徒歩３０分圏内

利用区域

主伐を実施した人工林

利用間伐を実施した人工林

着手時徒歩３０分圏内

凡　　例

森林作業道等



３.添付資料シート（２）

①林道の開設状況 ②林道を使った伐採集積状況

③主伐箇所及び実施状況 ④森林整備（間伐）実施後の状況

写真


